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《
研
究
ノ
ー
ト
》

立
証
の
構
造
に
つ
い
て

　
－
「
ト
ゥ
ー
ル
ミ
ン
図
式
」

を
中
心
に
し
て

嶋

崎
　
　
隆

　
一
　
　
一
　
対
話
の
論
理
に
関
す
る
研
究
動
向

　
対
話
、
議
論
、
レ
ト
リ
ソ
ク
な
ど
、
要
す
る
に
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ヨ
ン
に
つ
い
て
現
在
、
一
定
の
関
心
の
高
ま
り
が
あ
る
。
た
と
え
ぱ
、

ア
メ
リ
カ
の
N
．
レ
ツ
シ
ャ
ー
は
肯
定
側
と
否
定
側
に
分
か
れ
て
の
論
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

の
構
造
と
パ
タ
ー
ン
を
分
析
し
、
西
ド
イ
ツ
の
P
・
ロ
レ
ン
ツ
ェ
ン
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
イ
ア
　
日
ー
ギ
ク

K
．
ロ
ー
レ
ン
ツ
ら
の
エ
ァ
ラ
ン
ゲ
ン
学
派
の
「
対
話
論
理
学
」
も
、
論

戦
の
構
造
を
数
学
的
論
理
学
の
新
し
い
解
釈
（
構
成
主
義
）
に
基
づ
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
〕

体
系
化
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
の
J
・
ハ
ー

パ
ー
マ
ス
ら
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
冒
ン
能
カ
論
」
は
、
日
本
で
も
よ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

紹
介
．
検
討
さ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
R
・
バ
ル
ト
が
新
レ
ト
リ

ヅ
ひ
形
成
の
準
傭
作
業
と
し
て
、
旧
レ
ト
リ
ソ
ク
の
歴
史
と
体
系
を
描
写

し
た
。
ベ
ル
ギ
ー
の
㎝
・
ペ
レ
ル
マ
ン
は
、
「
何
が
正
し
い
か
」
と
い
う

倫
理
問
題
か
ら
発
し
な
が
ら
、
「
説
得
の
論
理
学
」
と
し
て
の
新
レ
ト
リ

　
　
　
　
　
　
　
＾
5
一

ヅ
ク
を
捉
唱
し
て
い
る
。
他
方
、
社
会
主
義
国
で
も
、
ア
カ
デ
ミ
ソ
ク
な

立
場
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
、
人
民
の
能
カ
の
結
集
・
発
揮
と
上
部
か
ら
の
政

治
的
組
織
化
に
よ
る
社
会
主
義
建
設
と
い
う
視
点
か
ら
対
話
や
レ
ト
リ
ッ

ク
の
分
析
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
東
ド
イ
ツ
に
は
、
数
学
的
論
理
学
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
o
〕

G
．
ク
ラ
ウ
ス
や
F
・
レ
ー
ザ
ー
ら
の
試
み
が
あ
る
。

　
日
本
で
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
軍
国
主
義
的
勢
カ
と
の
対
抗
関
係
の
な

か
で
対
話
・
レ
ト
リ
ツ
ク
哲
学
と
も
い
う
ぺ
き
も
の
が
展
開
さ
㌧
旭
。
三

木
清
、
林
達
夫
、
中
井
正
一
、
速
水
敬
二
ら
の
京
大
出
身
者
で
あ
る
が
・

興
味
深
い
こ
と
に
誰
一
人
と
し
て
京
都
帝
国
犬
学
に
と
ど
ま
り
え
な
か
っ

た
。
久
野
収
氏
は
彼
ら
の
業
繍
を
紹
介
し
な
が
ら
、
自
ら
も
対
話
・
レ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
昌
－

リ
ツ
ク
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
井
筒
俊
彦
氏
は
禅
問
答
（
禅

的
対
話
）
を
分
析
し
、
返
す
刀
で
西
洋
流
の
議
論
法
を
単
に
常
識
的
な
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
〕

語
観
に
基
づ
く
も
の
だ
と
し
て
批
判
さ
れ
る
。

　
他
方
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
論
理
挙
と
さ
れ
る
弁
証
法
か
ら
の
分
析
は
ど

う
か
。
結
論
的
に
い
え
ぱ
、
マ
ル
ク
ス
主
義
が
民
主
主
義
の
貫
徹
↓
解
消

と
さ
れ
る
共
産
主
義
理
念
を
提
唱
し
な
が
ら
も
、
民
主
主
義
の
基
礎
に
あ

る
、
対
話
を
通
じ
て
の
合
意
の
過
程
を
十
分
に
分
析
し
た
と
は
い
い
が
た

い
。
従
来
、
弁
証
法
が
古
代
ギ
リ
シ
ァ
の
～
套
宗
萬
町
喜
（
デ
ィ
ア
レ
ク

テ
ィ
ケ
ー
、
対
話
問
答
法
）
に
由
来
す
る
こ
と
が
自
明
の
前
提
の
よ
う
に

語
ら
れ
な
が
ら
も
、
単
に
そ
の
哲
掌
史
的
事
実
が
追
認
さ
れ
る
に
と
ど
ま

り
、
そ
の
意
義
が
十
分
に
把
握
さ
れ
な
か
っ
た
。
も
し
古
代
ギ
リ
シ
ァ
の

民
主
主
義
の
基
礎
を
な
す
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ケ
ー
の
な
か
か
ら
弁
証
法
が

生
じ
て
き
た
こ
と
の
意
義
が
十
分
に
認
知
さ
れ
・
て
い
れ
ぱ
、
弁
証
法
的
立

場
か
ら
対
話
の
諭
理
と
倫
理
が
積
極
的
に
探
求
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
ま
た
、
こ
の
研
究
は
弁
証
法
の
ド
グ
マ
化
を
防
ぎ
、
「
弁
証
法
の
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民
主
化
」
に
寄
与
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
－
以
上
は
弁
証
法
研
究
に
携

わ
っ
て
き
た
箪
者
の
自
己
反
省
で
も
あ
る
。

　
さ
て
、
以
上
の
傾
向
に
あ
る
程
度
共
通
し
て
流
れ
る
間
題
意
識
は
、
従

来
の
論
理
学
が
こ
の
テ
ー
マ
を
扱
い
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

は
主
に
伝
統
的
な
形
式
論
理
学
と
現
代
の
論
理
学
た
る
数
挙
的
論
理
学

（
記
号
論
理
学
）
へ
の
不
信
で
あ
る
。
伝
統
的
論
理
挙
の
三
段
論
法
論
も
、

現
実
の
生
き
生
き
し
た
対
話
・
論
争
の
過
程
を
分
析
す
る
に
は
あ
ま
り
に

も
古
臭
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
し
、
さ
り
と
て
数
学
的
論
理
学
の
厳
密
な

演
縄
的
論
理
も
こ
の
テ
ー
マ
の
多
様
性
・
柔
軟
性
に
そ
の
ま
ま
で
は
対
応

し
え
て
い
な
い
。
要
す
る
に
論
理
学
は
合
理
的
な
推
理
の
科
学
と
考
え
ら

れ
な
が
ら
も
、
実
際
の
対
話
・
論
争
の
過
程
を
分
析
し
え
て
い
な
い
と
い

え
よ
う
。

　
　
　
ニ
　
ト
ゥ
ー
ル
ミ
ン
ら
の
論
証
法
に
お
け
る
間
題
意
識

　
S
・
ト
ゥ
ー
ル
ミ
ン
ら
の
論
証
法
は
以
上
の
傾
向
の
な
か
の
一
つ
で
あ

り
、
興
味
深
い
内
容
を
も
っ
て
い
る
。
ト
ゥ
ー
ル
、
、
、
ン
は
N
．
R
．
ハ
ン

ソ
ン
・
h
・
ク
ー
ン
、
P
・
フ
ァ
イ
ア
ー
ア
ー
ペ
ン
ト
ら
と
と
も
に
「
新

、
　
　
　
丁

科
学
哲
学
」
に
属
し
て
い
る
。
従
来
の
「
論
理
実
証
主
義
」
、
「
科
学
哲

学
」
、
「
分
析
哲
学
」
な
ど
と
称
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
を
の
り
越
え
て
こ
の
学

派
が
成
立
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
特
徴
の
一
つ
に
、
「
真
理
」
な

る
も
の
が
超
歴
史
的
な
固
定
し
た
も
の
で
な
く
、
あ
く
ま
で
も
間
主
観
性

の
所
産
で
あ
り
、
科
萎
集
団
の
よ
う
錐
会
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
｝
べ

で
獲
得
さ
れ
る
も
の
だ
と
い
う
主
張
が
あ
る
。
こ
れ
は
ク
ー
ン
の
ハ
ラ
タ

イ
ム
論
に
明
瞭
に
み
ら
れ
る
が
、
対
話
的
過
程
の
な
か
で
真
理
を
追
求
し
、

合
意
を
形
成
す
る
と
い
う
考
え
も
こ
の
傾
向
と
関
係
を
も
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ε

　
『
論
証
法
入
門
』
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
ロ
ン
ド
ン
で
発
刊
さ
れ
た
が
、
一

こ
の
著
作
の
背
最
に
は
ま
た
、
現
代
資
本
主
義
の
繁
栄
が
想
定
さ
れ
よ
う
。

と
く
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
顕
著
で
あ
る
が
、
一
定
の
市
民
的
民
主
主
義

が
そ
こ
に
あ
り
、
開
拓
者
精
神
に
富
む
企
業
家
が
活
躍
す
る
と
い
っ
た
事

憎
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
自
己
主
張
と
説
得
の
武
器
で
あ
る
レ
ト
リ
ツ

久
の
教
師
が
数
千
人
も
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
議
論
法
や
レ
ト
リ
ッ
ク
が

き
わ
め
て
実
際
的
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

た
と
え
ぱ
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
巧
み
に
商
品
を
売
り
こ
む
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
、
立
候
補
者
が
ど
の
よ
う
に
自
分
を
イ
メ
ー
ジ
．
ア
ツ
プ
し
、

自
分
の
主
張
を
浸
透
さ
せ
る
か
1
L
。
あ
と
で
述
べ
る
よ
う
に
、
ト
ゥ
ー

ル
ミ
ン
ら
は
論
証
の
一
分
野
と
し
て
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
と
り
上
げ
て

い
る
が
、
彼
ら
の
研
究
は
こ
う
し
た
実
践
的
な
社
会
背
景
を
も
っ
て
い

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
u
〕

　
さ
て
・
ト
ゥ
ー
ル
ミ
ン
は
す
で
に
『
議
論
の
使
用
法
』
の
第
三
章
「
議

論
の
レ
イ
ア
ウ
ト
」
で
、
独
自
の
論
証
図
式
（
以
下
で
「
ト
ゥ
ー
ル
、
、
、
ン

図
式
」
と
名
づ
け
ら
れ
る
も
の
）
を
と
り
扱
っ
て
お
り
、
『
論
証
法
入
門
』

は
・
彼
の
こ
の
方
面
で
の
第
二
作
目
で
あ
ろ
う
。
『
論
証
法
入
門
』
は
論

証
の
構
造
を
よ
り
具
体
的
に
展
開
し
て
い
る
の
で
、
以
下
で
は
，
一
の
著
作

を
中
心
に
紹
介
・
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
ト
ゥ
ー
ル
ミ
ン
は
論
証
行
為
を
考
え
る
さ
い
に
、
単
に
狭
い
意
味
で
の

専
門
家
・
研
究
者
の
レ
ペ
ル
で
な
く
、
一
般
大
衆
の
行
な
う
「
実
際
的
論

証
」
を
念
頭
に
お
く
。
「
選
択
を
す
る
の
は
大
衆
で
あ
り
、
〔
論
証
に
つ
い
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て
考
え
る
さ
い
〕
彼
ら
と
の
関
わ
り
あ
い
は
除
去
で
き
な
い
。
大
衆
は
推

論
を
示
し
、
彼
ら
の
決
定
を
正
当
化
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
う
い
っ
た

見
地
か
ら
推
論
と
決
定
を
考
察
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
L
（
O
・
；
）
民
主

主
義
の
基
礎
と
し
て
対
話
（
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
罰
ン
）
を
考
え
る

筆
者
に
と
う
て
、
こ
の
視
点
は
注
目
に
値
す
る
。
さ
ら
に
、
論
証
行
為

　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

が
「
公
共
的
」
間
人
橋
的
ま
た
は
社
会
的
な
も
の
で
あ
る
L
（
や
O
）
と
も

指
摘
一
れ
み
。
諭
証
と
は
広
く
社
会
的
行
為
な
の
で
あ
る
。
数
学
や
数
学

的
論
理
学
の
狭
擬
性
が
批
判
さ
れ
る
の
も
、
彼
の
テ
ー
マ
が
犬
衆
的
論
証

行
為
を
合
む
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
に
よ
れ
ぱ
、
「
最
的
精
弼
さ
」
と

い
う
意
味
で
の
正
確
さ
は
多
く
の
状
況
下
で
重
要
性
を
も
つ
が
、
現
象
間

の
質
的
吟
味
を
し
た
ヶ
、
心
理
学
の
精
神
状
態
の
分
析
、
美
的
批
評
の
さ

い
に
は
限
界
が
あ
る
（
や
5
N
）
。
さ
ら
に
ま
た
、
「
物
理
学
の
よ
う
な
精

密
科
学
で
す
ら
、
部
分
的
に
個
人
的
判
断
の
使
周
に
依
存
す
る
、
形
式
化

さ
れ
な
い
解
釈
の
局
面
を
含
ん
で
い
る
。
」
（
童
邑
し
こ
の
批
判
が
ま
さ
に
、

ラ
ツ
セ
ル
”
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ヅ
ド
の
『
ブ
リ
ン
キ
ピ
ア
・
マ
テ
マ
テ
ィ
カ
』

や
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
『
論
理
哲
挙
論
考
』
を
典
拠
と
し
、
桶
密

科
学
と
し
て
の
物
理
学
な
ど
を
科
学
の
モ
デ
ル
と
考
え
た
旧
来
の
「
諭
理

実
証
主
義
」
タ
イ
プ
の
学
派
に
向
け
ら
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
ト
ゥ
ー
ル
、
、
、
ン
ら
の
論
証
法
の
特
徴
は
お
お
む
ね
以
下
の
二
つ
に
ま
と

め
ら
れ
る
。

　
ω
　
彼
ら
が
説
得
的
に
議
論
す
る
た
め
に
必
要
な
論
証
の
諸
要
素
を
確

定
し
、
そ
れ
ら
を
用
い
て
論
証
の
図
式
を
形
成
し
た
こ
と
。
こ
の
図
式
は

ど
の
よ
う
な
型
の
立
証
に
も
適
用
さ
れ
る
。

　
ω
　
「
論
議
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
を
と
り
上
げ
、
そ

こ
で
の
論
証
行
為
の
特
殊
性
（
特
殊
規
則
）
を
晩
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み

た
こ
と
。
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
例
と
し
て
、
法
廷
、
専
門
の
科
学
者
の
会

合
、
各
種
団
体
の
委
員
会
、
医
療
相
談
、
犬
学
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、
国
会
で

の
公
聴
会
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
　
　
三
　
論
証
の
藷
要
素
と
「
ト
ゥ
ー
ル
ミ
ン
図
式
」

　
す
ぺ
て
の
論
証
に
共
通
す
る
諸
要
素
と
し
て
以
下
の
六
項
目
が
あ
げ
ら

れ
る
（
o
や
N
山
1
N
）
。

　
　
’
レ
ー
ム

　
ω
主
張
（
C
）
　
結
論
と
し
て
い
い
た
い
こ
と
。
「
主
張
」
は
二
義
的
で

あ
っ
た
り
、
不
明
瞭
で
あ
っ
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
グ
ラ
ウ
ノ
ド

　
ω
論
拠
（
G
）
　
「
主
張
」
の
基
礎
づ
け
で
あ
り
、
そ
れ
を
支
え
る
も
の

で
あ
る
。
Ω
．
亭
雪
艮
o
冨
O
と
な
る
。

　
　
ロ
ヲ
ソ
ト

　
㈹
保
障
（
W
）
　
ω
の
「
そ
れ
ゆ
え
に
」
に
隠
さ
れ
て
い
る
含
意
で
あ

り
、
「
『
論
拠
』
か
ら
『
主
張
』
へ
の
ス
テ
ヅ
プ
の
正
当
化
」
（
や
客
）
で

あ
る
。
「
論
拠
」
と
「
主
張
」
を
結
合
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
、
＾
ツ
中
ノ
ク

　
ω
裏
づ
け
（
B
）
　
「
保
障
」
を
十
分
に
基
礎
づ
け
る
背
景
的
知
識
で
あ

る
。
経
験
的
に
■
蓄
積
さ
れ
広
く
是
認
さ
れ
た
知
識
や
、
普
遍
妥
当
性
を
も

つ
理
諭
や
法
則
で
あ
る
。

　
　
｛
ー
ダ
ル
・
ク
±
咀
フ
ア
イ
ア
ー
式

　
㈲
様
相
的
限
定
因
子
、
略
し
て
様
相
子
（
M
）
　
「
提
示
さ
れ
た
論
拠
の

①
瞥
ぎ
ど
②
更
争
栓
ぴ
粂
伜
に
関
係
す
な
」
（
や
S
）
。
要
素
で
あ
る
。
た

と
え
ぱ
、
「
必
然
的
に
」
、
「
明
白
に
」
、
「
多
分
」
、
「
お
そ
ら
ぐ
」
な
ど
。

　
　
誼
ヲ
サ
プ
ル
・
｝
バ
ヲ
ク
ル
式

　
㈹
可
能
な
反
駁
、
略
し
て
反
駁
（
R
）
「
主
張
」
に
た
い
し
て
あ
り

う
る
反
論
を
想
定
し
た
も
の
。
「
支
持
的
論
拠
の
か
む
ほ
り
く
ず
す
か
も

し
れ
な
い
、
普
通
で
な
い
ま
た
は
例
外
的
な
状
況
」
（
七
・
饒
）
を
示
す
。
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つ
ま
り
「
主
張
」
の
妥
当
範
囲
を
明
確
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
議
論
の
公
・

平
さ
が
二
れ
で
保
た
れ
る
。

　
以
上
を
構
造
化
す
る
と
左
の
図
の
よ
う
に
な
る
（
や
凄
）
。
す
な
わ
ち
、

あ
る
「
主
張
」
を
行
な
う
た
め
に
は
、
ま
ず
そ
の
「
論
拠
」
を
み
い
だ
す

必
要
が
あ
る
。
「
満
拠
」
か
ら
「
主
張
」
へ
の
帰
結
は
「
保
障
」
に
よ
つ

て
な
さ
れ
る
。
そ
し
て
「
保
陣
」
を
最
終
的
に
支
え
る
背
景
的
要
素
と
し

て
「
裏
づ
け
」
が
あ
り
、
「
主
張
」
の
度
合
と
強
さ
は
「
様
相
子
」
で
限
定

さ
れ
る
。
「
反
駁
」
に
よ
り
「
主
張
」
の
な
さ
れ
る
妥
当
範
囲
が
制
限
さ
れ

る
。
ト
ゥ
ー
ル
ミ
ン
は
こ
の
図
式
に
従
い
驚
く
ほ
ど
豊
窟
な
例
を
あ
げ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
螂
）

い
る
。
例
示
し
な
い
と
わ
か
り
づ
ら
い
の
で
、
一
例
を
あ
げ
た
い
（
下
図
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
o
。
ミ
）
。
U
・
ベ
ル
ク
に
な
ら
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
張
　
　
　
　
　
　
こ
の
図
式
を
「
ト
ウ
ー
ル
ミ
ン
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
4
〕

　
　
　
　
　
’
　
　
圭
　
　
　
　
　
式
」
と
名
づ
け
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
図
式
は
明
ら
か
に
、
あ
る

裏づけ

保障
様相子論拠

反駁

命
題
を
主
張
す
る
た
め
の
要
素
を

す
ぺ
て
提
示
し
、
そ
れ
ら
諸
要
素

間
の
関
係
と
構
造
を
描
い
て
い
る
。

こ
の
図
式
が
論
証
の
構
造
を
表
現

し
て
い
る
と
し
て
も
、
こ
れ
が
伝

統
的
論
理
学
や
数
学
的
論
理
学
の

推
論
か
ら
明
確
に
区
別
さ
れ
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
こ

の
図
式
の
モ
デ
ル
が
数
学
や
物
理

学
で
な
く
、
法
廷
的
議
論
の
組
み

医学上の経験が

それを示す

彼はペニシリ

ン治療を要す

肺炎はペニシリン

治療を要す

W

M
分多

G
彼は肺炎だ

もし彼がペニシリン・アレルギーで

なく、他に何の不都含もなけれぱ

R

立
て
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
「
ト
ウ
ー
ル
、
、
、
ン
図
式
」
は
レ

ヅ
シ
ャ
ー
、
回
レ
ン
ツ
ェ
ン
ら
に
お
け
る
よ
う
に
、
討
論
の
過
程
を
分
析

し
た
も
の
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、
こ
の
図
式
の
内
容
を
一
人
の
人
間
が

一
挙
に
展
開
す
る
こ
と
は
可
能
と
し
て
も
、
普
通
は
こ
れ
ほ
ど
分
節
化
し

て
主
張
す
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
図
式
は
あ
く
ま
で
も
他
者
と
論
争
し
説

得
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
組
み
立
て
ら
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
ゆ

え
・
こ
の
図
式
は
対
話
・
論
争
の
過
程
に
変
換
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
を
以

下
に
試
み
よ
う
。
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A
　
彼
は
ペ
ニ
シ
リ
ン
で
治
療
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
B
　
ど
う
し
て
か
。

　
ム
　
彼
は
肺
炎
だ
か
ら
だ
。

　
B
　
肺
炎
患
者
は
ベ
ニ
シ
リ
ン
で
治
療
す
る
の
か
。

　
A
　
そ
う
だ
。
ペ
ニ
シ
リ
ン
が
有
効
な
手
段
だ
。

　
B
　
ど
う
し
て
そ
う
い
え
る
の
、
か
。

　
A
　
医
学
上
の
経
験
が
ペ
ニ
シ
リ
ン
の
有
効
性
を
示
し
て
い
る
。

　
B
　
彼
の
ケ
ー
ス
に
も
有
効
だ
ろ
う
か
。

　
A
　
多
分
ね
。
も
し
彼
が
ペ
ニ
シ
リ
ン
・
ア
レ
ル
ギ
ー
で
も
な
く
、
他

　
　
に
何
か
不
都
合
が
な
け
れ
ぱ
ね
。

　
こ
う
し
て
「
ト
ゥ
ー
ル
ミ
ン
図
式
」
は
対
話
・
論
争
の
時
間
的
過
程
に

ひ
き
の
ぱ
す
こ
と
が
で
き
る
。
最
後
に
「
反
駁
」
が
付
加
さ
れ
る
と
こ
ろ

は
K
・
ポ
ッ
バ
ー
の
「
反
証
可
能
性
」
を
思
い
お
こ
さ
せ
る
が
、
と
に
か

く
こ
の
図
式
に
従
い
、
論
証
を
し
っ
か
り
と
組
み
立
て
て
い
け
ぱ
、
論
争

の
さ
い
に
有
利
に
な
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

四
　
「
ト
ゥ
ー
ル
ミ
ン
図
式
」

の
間
題
点

　
「
ト
ゥ
ー
ル
、
ミ
ン
図
式
」
に
は
問
題
が
な
く
は
な
い
。
こ
の
図
式
内
の

諸
要
素
の
概
念
規
定
は
必
ず
し
も
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
し
、
ま
た
実
際

の
論
証
に
さ
い
し
て
の
、
こ
れ
ら
諸
要
素
の
適
用
基
準
も
あ
い
ま
い
で
あ

る
。
ト
ゥ
ー
ル
、
ミ
ン
は
む
し
ろ
例
証
的
に
説
明
し
て
お
り
、
筆
者
と
し
て

も
諸
要
素
の
概
念
規
定
に
苦
慮
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
た
と
え

ぱ
、
「
論
拠
」
、
「
保
障
」
、
「
裏
づ
け
」
は
い
ず
れ
も
「
主
張
」
に
た
い
し
あ

る
意
昧
で
根
拠
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
三
者
に
壮
た
し
て
明
瞭
な
区
別
が
あ

る
の
か
と
い
う
疑
念
が
生
じ
よ
う
。
実
際
、
ト
ゥ
ー
ル
ミ
ン
自
身
が
一
つ

の
命
題
を
「
保
障
」
と
「
裏
づ
け
」
の
両
方
に
使
用
可
能
と
し
て
い
る
例

も
あ
る
し
（
や
ミ
M
）
、
彼
の
あ
げ
た
例
に
た
い
し
て
、
「
保
障
」
の
命
題

を
「
裏
づ
け
」
に
楕
上
げ
し
、
別
の
「
保
陣
」
を
も
っ
て
く
る
こ
と
も
で
き

そ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
て
論
証
の
組
み
立
て
方
は
必
ず
し
も
一
義
的
で
な

い
よ
う
に
み
え
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
「
ト
ゥ
ー
ル
ミ
ン
図
式
」
一

が
ま
っ
た
く
無
意
味
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
な
く
、
「
実
際
的
論

証
」
で
は
、
論
鉦
諸
要
繋
間
の
関
係
を
柔
軟
に
考
え
る
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。

　
J
．
L
．
コ
ー
ワ
ン
は
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
ト
ゥ
ー
ル
ミ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
H
｝

の
前
著
『
議
論
の
使
周
法
』
を
批
判
す
る
。
彼
は
「
デ
ー
タ
」
と
「
保
障
」

の
区
別
の
あ
い
ま
い
さ
を
つ
き
、
事
実
的
デ
ー
タ
も
「
保
陣
」
に
使
わ
れ

る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
コ
ー
ワ
ン
に
よ
れ
ぱ
、
「
ト
ゥ
ー
ル
ミ
ン

図
式
」
で
は
よ
い
論
証
と
悪
い
論
証
の
区
別
も
つ
か
な
い
し
、
そ
も
そ
も

論
証
と
は
き
わ
め
て
多
様
な
も
の
で
あ
り
、
図
式
化
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
そ
し
て
「
ト
ゥ
ー
ル
、
ミ
ン
図
式
」
に
代
わ
る
も
の
は
存
在
し
な
い
。

　
論
証
の
良
否
は
金
体
的
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
論
証
に
用

い
ら
れ
る
素
材
（
認
識
）
が
説
得
的
か
ど
う
か
、
そ
れ
が
論
証
の
諸
要
素

に
適
切
に
配
分
さ
れ
た
か
ど
う
か
、
そ
れ
ら
諸
要
素
の
有
機
的
連
関
が
捉

え
ら
れ
た
か
ど
う
か
、
な
ど
が
基
準
に
な
ろ
う
。
コ
ー
ワ
ン
は
「
ト
ゥ
ー

ル
ミ
ン
図
式
」
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
否
定
す
る
が
、
こ
れ
で
は
ト
ゥ
ー
ル
ミ

ン
ら
の
創
造
的
問
題
意
識
は
無
視
さ
れ
て
し
ま
う
。
コ
ー
ワ
ン
に
従
え
ば
、

結
局
も
と
の
抽
象
的
な
形
式
論
理
へ
と
後
退
す
る
ぱ
か
り
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
U
．
べ
、
ル
ク
の
批
判
が
あ
る
。
前
に
述
ぺ
た
よ
う
に
、
彼
は

「
ト
ゥ
ー
ル
、
ミ
ン
図
式
」
を
「
推
理
規
則
」
と
「
帰
結
」
の
関
係
と
し
て
、
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か
な
り
形
式
論
理
的
に
解
釈
す
る
。
彼
の
批
判
点
は
以
下
の
三
点
に
要
約

さ
れ
よ
う
。

　
ω
　
ト
ゥ
ー
ル
ミ
ン
ら
は
法
廷
的
立
証
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
「
法
律
学
に
お
い
て
確
立
さ
れ
た
論
証
方
式
を
単
に
事
実
的
に
承
認

　
　
　
　
　
　
↓
咀
〕

す
る
と
い
う
危
険
性
」
を
孕
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
事
実
に
よ
り
か
か
る
あ

・
ま
り
、
論
証
法
を
厳
筏
に
構
築
す
る
こ
と
が
看
過
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　
②
　
「
ト
ゥ
ー
ル
ミ
ン
図
式
」
で
は
、
す
ぺ
て
の
分
野
に
共
通
す
る
（
そ

の
都
度
の
分
野
に
依
存
し
な
い
）
論
証
の
構
造
が
探
究
さ
れ
な
が
ら
も
、

他
方
、
実
際
に
は
内
容
的
に
の
み
「
論
拠
」
か
ら
「
主
張
」
が
導
出
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
！

て
い
る
。
こ
れ
で
は
首
尾
一
貫
し
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ソ
ブ
！
ケ
ー
’
6
ソ

　
㈹
ト
ゥ
ー
ル
ミ
ン
ら
は
論
理
学
を
単
に
形
式
的
・
論
理
的
内
含

の
理
論
と
し
て
狭
く
解
釈
し
た
の
ち
に
、
例
の
図
式
を
代
替
物
と
し
て
提

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

出
し
た
が
、
「
論
理
的
に
含
成
さ
れ
た
言
明
の
防
衛
の
理
論
と
し
て
の
実

、
　
、
　
　
　
一
柵
一

質
的
論
理
学
」
が
可
能
な
こ
と
を
看
過
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ
イ
7
o
ー
ギ
ク

　
緒
局
、
以
上
三
点
と
も
回
レ
ン
ツ
ェ
ン
流
の
「
対
藷
論
理
学
」
を
無
視

し
て
い
る
と
い
う
批
判
に
帰
着
す
る
と
み
て
よ
い
。

　
　
　
　
　
　
守
テ
ー
』
ル

　
第
三
点
の
「
実
質
的
論
理
学
」
と
は
こ
の
「
対
話
論
理
学
」
の
こ
と
で

あ
ろ
う
。
ペ
ル
ク
は
「
対
話
論
理
学
」
を
中
心
に
据
え
て
展
開
す
る
か
ら

で
あ
る
。
た
し
か
に
、
ト
ゥ
ー
ル
ミ
ン
は
こ
の
論
理
学
に
言
及
し
て
い
な

い
が
、
「
ト
ゥ
ー
ル
ミ
ン
図
式
」
と
「
対
話
論
理
学
」
は
内
容
的
に
ず
れ

て
い
る
の
で
、
両
立
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
で
、
ベ
ル
ク
の
批
判
は
自

ら
の
立
場
を
絶
対
的
に
正
当
化
す
る
、
か
な
り
強
引
な
批
判
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
で
は
「
対
話
」
は
成
立
し
な
い
。

五

論
議
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
ト
ゥ
ー
ル
ミ
ン
ら
の
研
究
の
第
二
の
特
色
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
（
論

議
の
フ
ォ
』
ラ
ム
）
に
お
け
る
論
証
行
為
の
特
殊
性
（
特
殊
規
則
）
を
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
讐

明
し
よ
う
と
試
み
た
こ
と
で
あ
る
。
各
分
野
に
共
通
す
る
「
ト
ゥ
ー
ル
ミ

ン
図
式
」
が
成
立
す
る
と
し
て
も
、
分
野
，
こ
と
の
特
殊
性
は
残
る
。
こ
れ

を
解
明
す
る
こ
と
は
実
際
に
論
証
す
る
さ
い
に
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
た

と
え
ぱ
、
あ
る
人
の
行
為
の
是
非
を
論
ず
る
さ
い
に
、
そ
九
を
法
律
的
に

論
ず
る
か
遺
徳
的
に
諭
ず
る
か
で
議
論
の
仕
方
が
ま
る
で
違
っ
て
く
る
か

ら
で
あ
る
。

　
各
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
独
自
性
を
論
証
の
目
的
の
点
か
ら
指
摘
し
よ
う
（
甲

旨
）
。
「
法
廷
的
立
証
」
の
目
的
は
事
実
・
真
実
の
確
定
で
あ
り
、
最
後
に

、
　
　
、

判
決
を
下
さ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
「
科
学
者
の
会
合
」
で
は
知
的
な
間
題
が

検
討
さ
れ
、
仮
説
や
実
験
的
ケ
ー
ス
が
示
さ
れ
る
が
、
直
接
に
聴
衆
に
同

意
を
求
め
る
必
要
は
な
く
、
自
説
を
展
開
す
れ
ぱ
よ
い
。
「
医
療
相
談
」

で
は
、
最
終
的
に
何
ら
か
の
ポ
リ
シ
ー
が
必
要
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
「
保
・

証
」
の
面
か
ら
み
る
と
、
「
法
廷
的
立
証
」
で
は
そ
れ
は
先
例
や
法
律
で

あ
り
、
「
科
学
者
の
会
合
」
で
は
自
然
法
則
な
ど
に
な
る
。

　
そ
し
て
ま
た
、
各
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
「
敵
対
的
手
続
き
」
を
と
る
か
「
非

敵
対
的
手
続
き
」
を
と
る
か
と
い
う
基
準
で
分
け
る
こ
と
も
で
き
る
。

「
法
廷
的
立
証
」
は
敵
対
的
手
続
き
を
と
る
。
そ
こ
で
は
利
益
上
の
争
い

が
間
題
に
な
り
、
一
方
の
側
が
有
利
に
解
決
さ
れ
る
、
つ
ま
り
携
者
と
敗

者
が
必
ず
決
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
敗
者
が
自
ら
の
立
場
の
不
健
全
性
を

必
ず
し
も
納
得
す
る
必
要
は
な
い
（
や
旨
O
－
）
。
「
科
学
者
の
会
合
」
お

〃2
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よ
ぴ
「
芸
術
的
批
詳
」
で
は
、
異
な
ウ
た
仕
方
で
は
あ
る
が
、
全
齢
が
目

ざ
さ
れ
る
。
自
然
科
学
の
分
野
で
は
、
「
法
廷
的
立
証
」
に
比
べ
て
強
度
に

利
益
の
共
通
性
が
あ
る
。
映
画
、
演
劇
、
音
楽
な
ど
の
批
評
で
は
、
完
全

な
合
意
は
必
要
で
な
く
、
「
単
に
部
分
的
真
理
に
対
す
る
合
意
の
要
求
を

　
　
　
　
　
　
　
＾
別
〕

必
要
と
す
る
」
（
や
＝
鵯
）
。
「
政
策
」
や
「
ビ
ジ
ネ
ス
」
で
は
、
単
な
る

合
意
で
な
く
、
実
際
的
決
定
が
要
求
さ
れ
る
。
と
く
に
「
政
策
」
は
普
通
、

敵
対
的
と
合
意
的
の
混
合
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
「
論
議
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
差
異
を
認
識
す
る
こ
と
は
、
ど

の
よ
う
に
論
証
す
る
の
か
、
そ
の
目
的
は
何
か
と
い
う
実
際
問
題
と
関
わ

っ
て
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
こ
の
差
異
を
看
過
す
る
こ
と
は
立
証
行
為

や
論
争
を
不
毛
な
も
の
に
し
か
ね
な
い
。

　
ト
ゥ
ー
ル
、
、
、
ン
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
「
諭
議
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
言
及
し

て
い
る
が
、
第
四
部
で
法
廷
、
（
自
然
）
科
学
、
芸
術
批
評
、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
、
倫
理
の
五
分
野
に
関
し
て
そ
の
特
殊
性
を
述
ぺ
る
。
「
論
議
の
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
に
関
し
て
も
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
生
じ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
が
、
こ
こ
で
は
と
く
に
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
と
り
上
げ
て
検
討
し
て

み
よ
う
（
毛
－
轟
ω
1
8
N
）
。

　
私
的
経
営
で
は
利
潤
獲
得
が
目
的
で
あ
り
、
し
か
も
、
限
ら
れ
た
時
間

の
な
か
で
意
志
決
定
を
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
情
報
収
集
と
そ
れ
に
基

づ
く
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
が
重
要
に
な
る
。
そ
こ
で
の
「
裏
づ
け
」
の
中
心
は

シ
ス
テ
ム
分
析
と
コ
ン
ビ
ュ
ー
タ
・
モ
デ
ル
で
あ
る
筥
奇
妙
な
こ
と
に
、

ト
ゥ
ー
ル
、
、
、
ン
ら
は
企
業
の
社
会
的
資
任
の
間
魑
な
ど
を
ま
っ
た
く
無
視

し
て
、
「
組
織
は
そ
の
特
色
と
し
て
経
営
者
に
た
い
し
、
も
っ
と
車
を
売

る
こ
と
（
ま
た
は
兵
器
を
製
造
す
る
こ
と
）
が
子
供
を
よ
く
す
る
だ
ろ
う

か
と
い
う
間
題
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
こ
と
を
要
求
し
な
い
」
（
や
■
M
0
o
ゆ
）

と
指
摘
す
る
。
企
業
の
社
会
的
責
任
、
企
業
倫
理
の
問
題
は
き
わ
め
て
現

代
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
と
「
倫
理
」
は
ま
っ
た
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
・
　
　
　
、
　
　
、

別
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
属
し
て
い
る
の
で
、
企
業
の
倫
理
は
間
題
に
な
り
が

た
い
。
し
か
し
、
各
フ
ォ
ー
ラ
ム
間
の
相
互
関
係
や
そ
れ
ら
の
璽
層
構
造

こ
そ
問
題
に
さ
れ
る
ぺ
き
で
あ
る
。
法
や
企
業
活
動
の
根
底
に
は
倫
理
が

あ
り
、
思
想
（
価
値
観
）
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
。

　
ト
ゥ
ー
ル
、
、
、
ン
ら
は
自
ら
の
図
式
を
展
開
す
る
な
か
で
、
そ
の
他
さ
ま

ざ
ま
な
間
魑
に
言
及
し
て
い
る
。
た
し
か
に
こ
れ
は
テ
ー
マ
の
性
格
に
由

来
す
る
も
の
で
あ
り
、
形
式
論
理
学
、
法
学
を
初
め
と
し
て
広
範
な
知
識

を
必
要
と
す
る
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
目
ン
能
カ
、
相
互
行
為
、
レ
ト
リ

ヅ
ク
、
ア
ナ
回
ジ
ー
、
虚
偽
の
問
題
な
ど
に
も
言
及
さ
れ
る
。

　
ト
ゥ
ー
ル
、
、
、
ン
は
幅
広
い
知
見
に
基
づ
き
、
「
ト
ゥ
ー
ル
ミ
ン
図
式
」

を
考
案
し
た
。
図
式
内
の
要
素
の
規
定
な
ど
に
以
上
で
指
摘
さ
れ
た
問
魑

点
が
あ
る
と
し
て
も
、
こ
れ
は
図
式
の
重
要
性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な

い
。
こ
の
図
式
を
修
正
．
改
良
す
れ
ば
、
対
話
の
論
理
の
な
か
に
積
極
的

に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
（
1
）
　
乞
・
勾
鶉
9
3
b
｝
良
§
ミ
少
Z
o
ミ
く
昌
F
6
、
．
内
田
種
臣

　
　
訳
『
対
話
の
論
理
』
紀
伊
国
屋
書
店
、
一
九
八
一
年
。

（
2
）
さ
し
あ
た
り
｝
ξ
竃
彗
戸
5
§
ぶ
皇
ミ
。
菩
き
ト
。
－

　
　
軸
葺
U
彗
昌
黒
邑
戸
H
雪
o
o
－
を
参
照
。

　
（
3
）
　
最
近
の
も
の
で
は
』
・
＝
豊
弩
昌
鶉
一
H
宇
8
ユ
o
o
鶉
斤
o
昌
目
宇

　
　
目
岸
算
ξ
實
崖
串
自
ま
－
冒
9
N
■
忌
一
句
轟
目
ζ
；
迂
峯
巴
自
し
④
o
o
－
．
河
上

　
　
倫
逸
、
M
一
・
フ
ー
ブ
リ
ヒ
ト
、
平
井
俊
彦
訳
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
目
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ン
的
行
為
の
理
論
』
ω
、
未
来
社
、
一
九
八
五
年
。

（
4
）
戸
司
胃
亭
鶉
一
ト
．
§
S
§
ミ
ミ
ミ
ミ
尽
§
一
市
顯
ユ
y
筍
葛
・
沢

　
崎
浩
乎
訳
『
旧
修
辞
挙
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
九
年
。

（
5
）
　
O
F
　
弓
o
『
9
目
－
寧
P
卜
．
籟
§
、
ミ
雨
、
｝
“
ざ
ミ
喧
S
“
　
『
饅
、
后
一
一
〇
N
＞
　
三

　
輪
正
訳
『
説
得
の
論
理
学
』
理
想
社
、
一
九
八
○
年
。

（
6
）
Ω
－
ら
彗
μ
冬
§
ぎ
ミ
ミ
一
ミ
霊
姜
－
O
蜆
二
竃
一
司
・

　
■
o
鶉
筥
1
1
∪
．
ω
o
ゴ
邑
N
ρ
向
喜
§
ミ
ぎ
｝
“
ぎ
o
ミ
ミ
竃
ぎ
‡
畠
恕
ミ
冊
ぎ
巾
、

　
宍
ミ
ミ
ざ
き
ミ
良
o
宵
ぎ
　
田
o
『
－
ぎ
－
O
蜆
サ
　
　
S
ぎ
。
　
の
第
八
章
一
～
く
一

　
ω
o
巨
昌
己
“
1
1
向
．
ω
ざ
o
斥
（
＝
鶉
o
目
．
）
一
肉
軸
昏
・
o
葛
、
ミ
ミ
・
b
札
峯
ミ
竃
ざ
き

　
■
o
甘
N
拭
一
－
④
o
o
干

（
7
）
　
拙
稿
「
日
本
に
お
け
る
対
話
■
レ
ト
リ
ヅ
ク
哲
挙
の
遺
産
と
民

　
主
主
義
の
間
題
」
、
『
社
会
科
牡
研
究
年
報
』
第
八
号
、
合
同
出
版
、

　
一
九
八
四
年
所
収
。

（
8
）
　
久
野
収
『
神
は
細
部
に
宿
。
り
た
ま
う
』
二
二
書
房
、
一
九
七
七

　
年
の
第
二
部
を
参
照
。

（
9
）
　
井
筒
俊
彦
「
対
話
と
非
対
話
」
、
『
恩
想
』
岩
波
書
店
、
一
九
七

　
九
年
一
月
号
。

（
1
0
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
野
家
啓
一
「
『
科
挙
の
解
釈
学
』
へ
の

　
一
試
論
」
、
『
科
挙
哲
学
』
第
一
五
号
、
早
稲
閏
大
学
出
版
部
、
一
九

　
八
二
年
所
収
を
参
照
。

（
1
1
）
　
ω
．
H
o
邑
昌
巨
1
－
戸
雲
而
ぎ
1
－
＞
・
－
昌
自
ゴ
＼
ミ
ミ
ミ
＆
§
ミ
§

　
§
肉
§
㎞
§
ざ
卵
2
o
幸
く
昌
一
｛
㌔
■
o
己
昌
一
s
這
．
本
書
の
引
用
頁
は

　
引
用
文
の
あ
と
に
挿
入
す
る
。

（
1
2
）
　
o
o
．
H
o
邑
昌
貝
－
ぎ
S
凄
県
」
、
肺
ミ
§
§
“
O
顯
ヨ
σ
ユ
品
9

　
宅
o
o
o
l
（
ヨ
『
津
o
g
庄
昌
－
8
o
o
）

（
1
3
）
　
原
文
で
は
O
貝
H
（
上
部
呼
吸
器
感
染
）
が
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、

　
便
宜
上
、
「
肺
炎
」
と
し
た
。

（
1
4
）
　
弓
吋
o
景
宍
§
冬
茎
ミ
ミ
㌧
、
寒
§
§
§
ミ
o
婁
き
舳
o
、
、
章
撃
、
ま
．

　
○
竈
害
け
由
a
o
彗
；
冨
貝
一
ξ
“
ω
、
弄
ペ
ル
ク
が
対
象
に
し
た
の

　
は
（
1
2
）
の
前
著
で
あ
る
が
、
彼
は
「
ト
ゥ
ー
ル
、
・
、
ン
図
式
」
を
次

　
の
よ
う
に
形
式
論
理
的
に
単
純
化
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
ゆ
え
に

　
　
　
デ
ー
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帰
緒

　
　
　
　
　
　
推
理
規
則
の
ゆ
え
に

　
　
な
お
、
ト
ゥ
ー
ル
ミ
ン
は
前
著
で
は
「
論
拠
」
の
代
り
に
「
デ
ー

　
タ
」
の
語
を
使
用
す
る
。
ペ
ル
ク
は
「
保
障
」
と
「
裏
づ
け
」
を
一

　
括
し
て
「
推
理
規
則
」
と
み
な
す
。

（
b
）
　
以
下
の
批
判
点
に
つ
い
て
は
』
。
■
．
o
o
峯
臼
、
一
一
－
、
o
d
叩
。
蜆
o
－

　
＞
『
o
q
自
昌
雪
計
1
＞
目
＞
o
〇
一
〇
〇
竈
｝
｛
昌
■
o
σ
q
亘
旨
一
ミ
｝
ミ
・
■
×
×
H
月

　
s
塞
一
や
s
一
呂
一
塞
一
き
．
を
参
照
。

（
1
6
）
　
d
l
■
宰
〆
o
、
・
o
き
一
ω
・
彗
ω
・
　
　
　
　
　
　
　
・

（
〃
）
　
さ
迂
二
ω
．
N
畠
・

（
㎎
）
　
さ
辻
二
ω
．
M
呈
・

（
1
9
）
　
「
論
議
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
区
分
す
る
こ
と
は
、
従
来
指
摘
さ

　
れ
て
き
た
よ
う
に
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
弁
諭
術
』
に
お
け
る
議
会
、

　
法
廷
、
儀
式
の
弁
論
の
区
分
に
由
来
す
る
。
三
輸
氏
は
『
議
論
と
個

　
値
』
（
法
律
文
化
社
、
一
九
七
二
年
）
の
第
四
部
で
、
七
種
の
フ
ォ

　
ー
ラ
ム
に
つ
い
て
論
じ
て
お
ら
れ
る
。
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（
㎝
）
　
ト
ゥ
ー
ル
ミ
ン
ら
は
別
の
箇
所
で
（
勺
二
湯
）
、
「
美
学
」
、
「
美

　
的
議
諭
」
は
敵
対
的
で
も
合
意
的
で
も
な
く
、
主
張
が
正
し
い
か
誤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
り
か
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
そ
の
主
張
の
重
要
性
を
明
噺
に
す
る
こ

と
が
目
ざ
さ
れ
る
、
と
述
べ
る
。

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
こ
に
は
少
し
論
理
の
ず
れ
が
あ

（
一
橋
大
学
助
教
授
）

（165）研究ノー庁

475




